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幸区の特徴

面積：10.09㎢
人口: 156,963人
障害者手帳取得者：平成２５年９月末現在
身体障害者手帳； ４８４２人
療育手帳； ９４８人
精神保健福祉手帳；１０１７人（自立支援医療（精神通院）受給者；１９１８人）

特色：
・川崎市内で最も人口の少ない区（人口と世帯数は増加）。
・人口密度は、中原区に次いで、２番目に高い。
・単身世帯が増加している。
・３５～３９歳の人口が最も多く、若い世代が多い。
・町内会・自治会の世帯加入率は73.5％。川崎市内で一番に高い。
※第２位 中原区70.8％



協議会の構成員

・当事者
・障害者福祉施設・事業所
・養護学校
・更生相談所
・精神保健福祉センター
・地域療育センター
・保健福祉センター
・相談支援センター

【合計２９名】



H25年度の活動体制

事務局会議
全体会議

専門委員会

連携課題整理 広報 当事者

全体での情報共有
・市協議会の活動報告
・福祉情報の共有
・事例検討
・フリートーク

委員会に分かれて取組み



今年度は周知の取り組みがメイン？

協議会って
何？

障害の窓口や仕組みが
わからないから、

どうやって、繋げたら
いいかわからない。

相談支援セ
ンターって
何してくれ
る所なの？



課題整理委員会

①昨年度実施した、「成人期のナイトケア」アン
ケートの回答を集計しました。
その結果、現在利用している通所先で、延長
サービスとして、ナイトケアを利用したい、という
要望が多く寄せられ、市協議会の専門部会（課
題整理ワーキンググループ）に課題として挙げま
した。

②全体会議で、小グループに分かれた「フリートー
ク」の時間を設け、そこで話題に出た、支援上の
課題などを、とりまとめて整理し、解決方法を検
討しています。



広報委員会
相談支援の再編と、協議会の周知を目的に、
地域市民向けの広報紙「わいわいさいわい」
を作成しています。（町内会回覧や事業所などに配布予定）



「わいわいさいわい」パンフレット 広報委員会



２２年度
○幸区内の事業所案内「さいわいジャンプ！！」

２３年度

○ニーズ調査

２４年度

○アンケートをもとに、幸区のおススメ スポットを紹介

「さいわいウォーカー」

これまでの経緯

当事者委員会
当事者の方が協議会に参加して、４年目になりました。



今年度の活動内容

当事者委員会

各施設へ訪問

○当事者の方が体験談を発表

○幸区の相談支援センターを紹介したパンフレット
「これ知っとこう！さいわい」 の配布



「これ知っとこう！さいわい」パンフレット当事者委員会



6/24(月) 顔合わせ、自己紹介、昨年度の振り返りと今年度の活動について

7/29(月) 今年度の活動内容決定、年間スケジュールの確認

8/26(月) 相談支援センターを紹介する内容や方法、場所、担当を決定

9月中 各自：当事者の体験談を盛り込んだ、各施設での発表用の台本作り

10/28(月) パンフレット最終確認、台本読み合わせと発表の練習

11/21(木) 「御幸日中活動センター」で発表 パンフ配布

12/6(金) 「田島養護学校 PTA家庭学級」で発表 パンフ配布

1/20(月) 11月、12月の発表の振り返り、1月、2月の発表の確認と練習

1月2月中 幸区内にある通所施設2か所へ訪問

3月 全体で集まり、まとめと来年度にむけて話し合い

当事者委員会の
今年度の動き



連携委員会

①田島養護学校のＰＴＡ家庭学級に出向き、
協議会や、相談支援センターの紹介をしてい
ます。（昨年度からの取り組みです）

保護者に、卒後の
生活のイメージを

つかんでもらい、
相談できる先が、
地域にある事を
知ってもらう

目的

協議会の紹介

相談支援ｾﾝﾀｰの説明
事例紹介

当事者の生活報告

内容



連携委員会

②地域包括支援センターとの意見交換会を企画
し、事例を通して、高齢・障害の支援の連携に
ついて、話をしています。

③昨年度に実施した、民生委員アンケートの集
計結果に基づいて、今後の連携方法について
検討中です。

他分野・他機関と
横のつながりを持
ち支援の谷間を作

らない

目的

互いの機能や
仕組みを知って
具体的な連携方
法を検討できる
構成にする

内容



全体会議

課題整理

広報

当事者

民生委員

施設

養護学校

市民

本人
サービス
提供事業者 高齢支援

関係者

保護者

課題

連携

発信

発信

課題

相談しやすいまちづくり


